
３．現況の評価及び課題の抽出 

評価期を環境保全と活用に関するものに区分して、それぞれの項目について、その抽

出理由と評価結果について以下の表に取りまとめて示す。 
 

 
 
 



 
 
４．潟の保全と活用に関する事例調査 
本研究は潟環境の保全と活用という時代的要求度の比較的高い研究であるが、これま

で総合的に計画されて成功を見ている地域は少ない。そこで類似した状況にある地域が

どのような問題を抱えているのかについて国内、国外計８ヶ所の事例調査をおこなった。

以下にその要点を述べる。 

 
 



 
 
 




